
一般演題

１．急性期病院における訪問摂食嚥下リハビリ
テーションの取り組み

Dysphagia rehabilitation of visiting dental 
treatment in acute hospital

〇玉田 泰嗣、千葉 俊美＊、城　茂治＊＊、
近藤 尚知

岩手医科大学歯学部補綴・インプラント
学講座補綴・インプラント学分野、岩手
医科大学歯学部口腔医学講座関連医学分
野＊、岩手医科大学歯学部補綴・インプ
ラント学講座摂食嚥下口腔リハビリテー
ション学分野＊＊

目的：訪問診療における摂食嚥下リハビリテー
ションの問題点を明らかにする。
方法：平成 28 年４月から平成 29 年２月に於いて、
外部の急性期病院において、経口摂取開始を検
討している高齢入院患者を対象に、月に一度の
ペースで嚥下内視鏡検査を含めた摂食嚥下リハ
ビリテーションを行った。
結果：11 回の訪問診療において、計 16 名の患者
に対して嚥下内視鏡検査を含めた摂食嚥下リハ
ビリテーションを行った。摂食嚥下能力と栄養
摂取法の乖離は、約半数に認められた。また、
全ての患者で間接訓練が必要であった。
考察：摂食嚥下障害に対する医療の歴史は短く、
普遍化していないため、超高齢社会においても
多くの医療関係者が対応に苦慮しているのが実
情である。岩手県においても摂食嚥下障害に対
する精密検査である嚥下内視鏡検査を実施して
いるのは４施設のみである１）。一方、年代別の
歯科受診率では、75 歳をピークに高齢になるほ
ど受診率が低下していることからも、摂食嚥下
リハビリテーションを必要とする後期高齢者の
多くが、通院できない状況であることが予想さ
れる。また、要介護となる原因疾患の多くが、摂
食嚥下障害の原因となるため、介護施設では、
摂食嚥下障害をもつ入居者が多いことが予想さ
れる。これらより、今後は、病院だけでなく介
護施設等への訪問歯科診療も行う必要がある。
結論：効果的な摂食嚥下リハビリテーションを

行うには、週に１度程度の再評価を必要とする
ため、訪問頻度を増やす必要がある。教育面か
らは、訪問施設数の確保が急務である。
１）厚生労働科学研究委託費長寿・障害総合研
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１．歯科材料からの微量溶出成分が間葉系幹細
胞の骨芽細胞分化に与える影響

Water-soluble factors eluate from surface 
pre-reacted glass-ionomer promote osteo-
blastic differentiation of human mesenchy-
mal stem cells

○根本　章，帖佐 直幸＊，客本 齊子＊，
加茂 政晴＊，石崎　明＊，野田　守

岩手医科大学歯学部歯科保存学講座う蝕
治療学分野、岩手医科大学生化学講座細
胞情報科学分野＊

背景・目的：従来，歯科保存学的治療ではグラ
スアイオノマーセメント，カルボキシレートセ
メントなどの各種セメントやコンポジットレジン
が用いられてきている．近年，これらに酸反応性
フルオロアルミノシリケートガラス（S-PRG）フィ
ラーを添加した材料が開発・使用されている．

S-PRG フィラーは，フルオロアルミノシリ
ケートガラスを粉砕し熱加工後，ポリアクリル
酸による表面処理を行い，ガラス表面に安定な
グラスアイオノマー相を形成させたものであ
り，アルミニウム（Al），ホウ素（B），フッ素

（F），ナトリウム（Na），ケイ素（Si），ストロ
ンチウム（Sr）などの元素を徐放する能力を有
する．S-PRG フィラーは，二次齲蝕の抑制に
効果があるとされているが，その生体親和性に
ついては不明な点が多い．そのため本研究では，
S-PRG フィラーから放出されるイオンをはじ
めとした複数の微量可溶成分が細胞に与える影
響について検討を行う．特に，細胞の増殖・分
化能力への影響を明らかにすることで新規の機
能性材料の開発や治療法開発のため基盤を分子
生物学的側面から確立することを目的とする．
方法：
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